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はじめに
　「鳳








　高岡の名前は、 『詩経』 の一節にちなみ、 高岡城を築
いて城下町を開いた前田利長が命名したとされた。 慶長
14 年 （1609） 5 月の史料で 「高おか」 の名が確認されて
おり、 近世初頭に形成された城下町に位置付けされるもの
である。 現在、 高岡市は 「近世高岡の文化遺産群」 とし
て世界遺産候補へ名乗りを挙げているが、 その中核を成し
ているのが城下町開町以来の文化財である。 また、 平成














第  図　二上山城跡へ御登山道筋図　嘉永 5 年 （85）
第  図　木舟城下町遺構図　
城下町開町前夜
　天正 13 年 （1585） 8 月、 前田利家と佐々成政の争いに
端を発して、 前田利家を支援する形で羽柴秀吉が越中を
平定すると、 砺波 ・ 射水 ・ 婦負の 3 郡が前田利家に与え
られ、 守山城に前田利長、 木舟城には前田秀継が入った。
守山城については、 慶長 2 年 （1597） に富山城へ居城
を移すまで利長が城主 （実質的には城代、 前田長種が統
− 6 −
金大考古 59：15-18,  2007　栗山　二代利長の城下町・高岡
第  図　関野之古図 （写） 明治期
第 5 図　慶長期高岡城下町 ( 文政 0 年絵図上）
城下町開町後
　慶長 2 年 （1597）、 前田利長は守山城から富山城へ居
城を移した。 富山城は、 もともと神保 ・ 佐々の居城であっ
たが、 佐々成政の降伏後には廃城された。 その後、 利長
が富山城に居城を移し、 まもなく藩主を継ぐために金沢に
戻ることになるが、 慶長 10 年 （1605）、 利常に藩主を譲っ
て隠居する際には、 再び富山城へ戻り本格的な築城と城
下町の整備を進めたと考えられている。 しかしながら、 慶
長 14 年 （1609） の大火によって城と城下町が焼けたため、
緊急避難先として魚津城に移った後、 高岡城と城下町を
築いて入城した。 3 月 18 日に火災が発生し、 4 月 6 日に




























　慶長 19 年 （1614） 5 月 20 日、 高岡城内において前田
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第 6 図　高岡之絵図　天保 6 年 (85) 月写





　高岡の町は、 本町、 地子町、 散町に大別される。 このう
ち、 本町は開町時に無償支給され、 地代も免除された場








　「利長が生み、 利常が育て、 町衆が護った」 まちが高岡
である。 加賀藩による保護政策を受け、 570 人、 630 戸で










知られる藤井能三で、 明治 5 年 （1872） の落札後のもの
として、 347 人 81 区画に区分けされた開墾予定と思われ
る図面も残されている。 しかしながら、 明治 6 年 （1873）
の公園条例を契機として、 当時第 17 大区区長 （現在の
高岡市長に相当） であった、 服部嘉十郎を中心として公
園指定請願運動が起こり公園化によって城跡の保存を図る
活動が展開されます。 その結果、 明治 8 年 （1875） には
「高岡公園」 として城址公園としては全国初の指定を受け






治 33 年 （1900） に市街地の大半を焼失した高岡大火後
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 年 代 人 口 戸 数 
慶長14年（1609） 570 人 計 630 戸 
元禄 3 年（1690） ― 計 2,616 戸 
本 町 1,353 
地子町755 
請 地 341 
その他169 
元禄12年（1699） 13,085 人 ― 
明和 8 年（1771） ― 本 町 1,613 
地子町1,704 
文久 3 年（1863） ― 計 4,661 戸 
明治元年（1867） 22,298 人 計 4,961 戸 第  表　開町以後の人口 ・ 戸数の変遷
































８ （１５８０） 年、 織田信長は村上勝頼 （義明） に能美郡
６万６千石を与え小松城に置いた。
